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税
ピ
土
地
堵
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税

ε
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比
較
俸
頚
似
馳
⑱
相
異
貼
三
差
領
地
偵
税

の
長
短
砕

く

く

ド

く

ラ

ラ

ラ

ラ

　

ラ

ラ

タ

其
長
所
イ
財
「政
攻
入
上
の
長
所
ロ
公
平
課
税
上
の
長
所

八
社
會
政
.策
上

の
長
所

二
課

稚
技
術
上
の
長
所
㊤
其
短
所
イ
税
率
口
許
偵
難
y

ド

く

　

く
　

て

く

　
　
　
　

く

ぐ

結
論

〔全
文
の
要
旨
)

緒
.

,

言
.
.
.

一

」

.

.

.

「
我
國

で
は
現
下
己
税
制
を
政
造
す
る
の
必
要
が
あ
ヴ
、
暴
き
に
財
脛
調
査
會
に
於
て
、
兎
に
も
角

に
も
全
き
國

.

穐
地
方
税
を
通
じ
て
の
改
正
案
が
出
來
た
所
だ
が
骨
其
實
現

に
依
噸
て
不
利
を
蒙

る
ε
考

へ
た
人
舟
の
反
射
ご
「

論

叢

出
地
課
税
新
案

第
十
七
巻
.
(第
六
號

}、)

七
五
一

I k.



瓢隅
鵬
風

土
輸
凹課
・琳
伽螂
…案

第
.†
七
施¢

(第
⊥ハ
號

二
)

七
五
一一

、

之
セ
乗
切
る
だ
け
の
勇
氣
を
饑
く
當
局
者
の
無
誠
意

ε
の
爲
め
に
阻
止
せ
ら
れ
て
今
だ
に
其
儘

だ
な

っ
て
居

る
。

か
も
て
現
制
整
理
の
大
業
が
未
だ
其
縮

に
つ
か
漁
問
に
、
有
史
以
來
未
曾
有
の
大
攣
災
が
起

り
、
国
費
及
地
方
費

の
大
増
加
の
必
要
を
生
じ
た

一
方
に
、
租
税
其
他

の
公
牧
入
に
大
減
少
を
告
げ
る
こ
ε

、
な

っ
た
。
之
に
廃
す
る

の
手
段
ε
し
て
、
悉
急
に
は
公
債

に
負
ふ
所
が
大
な
る
べ
き
こ
ε
勿
論
で
は
あ
る
が
、
其
も
所
詮
、
元
利
挽
の
矯

め
に
永
き
に
亘
b
て
は
租
視
に
待

つ
所

が
太
く
な
ら
な
く
て
は
な
ら
温
。

つ
ま
り
租
挽
政
策
ε
し
て
は
、
整
理

の

難
題
の
上
に
、
視
牧
人
増
加
方
法
の
工
夫
ε
い
ふ
難
問
題
を
有

つ
や
う
に
な

っ
た
。
新
し
き
挽
牧
人
の
工
夫

ε
し

て
は
勿
論
、
色

々
の
方
法
が
考

へ
ら
る
、
が
、
最
適
當
な
る
方
法
は
、
出
來
れ
ば
先
づ
以
て

　
般
現
制
整

理
を
断

行
し
て
其
分
雫
な
る
新
基
礎

の
上

に
、
其
ε
並
ん
で
、
嬬
率
を
行

ふ
に
在
る
ご
思
は
る

、
.
併
し
次
善
の
併
し
貴

行
し
易
き
方
法
ε
し
て
は
、
従
来
の
制
度
を
其
儘
ピ
し
て
多
少
の
改
修
を
加

へ
、
之
に
て
必
要
な
る
だ
け
に
て
勺

適
當
な
る
二
三
の
新
税
を
加
ふ
る
に
止
む
る
も
の
を
薦
む
る
こ
ε
が
出
水

る
。
私
は
暫
ら
(
弦
に
、
後
者
を
探

る

冠
し
て
、
地
租

の
如

き
も
暫
來
の
を
維
持
す
る
`
し
て
、
其
を
改
造
し
て
新
時
代
新
必
要
に
慮
す

る
に
適
當
な
る

方
法
を
講
じ
て
見
や
う
か
ε
思
ふ
。
此
の
如
き
は
恐
ら
く
今
日
の
我
国
の
特
需

に
慮
ず
る
に
於
て
有
意
義
の
こ
ご

で
あ
ら
う
`
思

ふ
。

第
二
段

從
來
の
地
租
と
其
改
造
諸
案

■



■

(
一
)從
來

の
地
租
-

地

租

は
費

に
最
古

き
税
.の

一
で

あ
り

(註

こ

、
又
古

き
時
代

に
て
は
、
否

な
我
邦

の
如

き

に
て
は
、

つ
い
最
近
ま
で
此
が
最
重
要
な
る
財
源
で
あ

っ
た

(読
二
)
。
近
頃
、
所
得
税
や
酒
税
其
他

の
異

常

な

る
嚢
展
の
爲
め
に
其
地
位
を
落
す
こ
ε

、
な

っ
た
け
れ
こ
も
一
其
で
も
A
・術
ほ

一
の
重
要
な
る
も
の

π

る
を

失

は
ぬ
.
(註
三
)
。
特
に
其
に
固
よ
b
色
々
の
短
所
は
あ
る
け
れ
ざ
も
、
併

し
其
が
視
ε
し
て
最
捲
ひ
易
き
も
の
に
厨

す

る
ε
い
ふ
特
徴

〔註
四
)
の
如
き
は
、
人
を
し
て
能
く
之
に
執
着
せ
し
め
る
に
足

る
所

で
、
せ
め
て
は
之
を
改
造

し
て
保
存
し
や
う
か
ε
い
ふ
こ
ε
に
傾
か
し
む
る
所

で
め
る
。
併
し
何
ε
し
て
も
從
來
の
盤
の
地
租
を
維
持
す
る

こ
蓬
だ
け
は
、
到
底
蛙
ハ弊
に
堪

へ
ざ
る
所
で
な
け
れ
ば
な
ら
鳳
。
ε
い
ふ
の
城
、
從
來
の
地
租
の
加
皿き
言
霊
帳
制
度

の
下
に
は
、
其
課
税
標
準
に
於
て
土
地
所
有
者
其
人
の
人
的
事
情
を
考
慮

し
得
ざ
る
の
短
所

(註
五
)
は
あ
る
け
れ

こ
も
、
其
は
地
租
が
物
税
た
る
以
上
は
已
む
を
得
ざ
る
こ
己

、
し
て
暫
ら
く
措
く
も
、
其
塁
帳
が
元
來
種
々
の
困

難
に
打
勝

っ
て
出
来
セ
も
の
で
は
あ

る
が
、
其
が
廣
き
各
地
方
に
亘
り
、
多
少
長
年
月
に
亘

っ
て
行
は
る
、
が
薦

め
の
故
に
、
既

に
初

め
よ
り
し
て
多
少
の
不
公
卒
を
包
戯
す
る
を
免
れ
沮
ピ
い
ふ
峡
黙
が
あ
る

(董
○

。
併
し
此

種
類

の
不
公
雫
も
,
亦
見
様
に
よ
っ
て
は
、
所
得
視
で
あ
れ
其
他
如
何
な
る
税

で
.あ
れ
.、
視
ε
い
ふ
視
に
は
多
少

之
れ
を
免

れ
狙
所
で
、
此
を
以
て
北
枕
の
甚
し
き
鉄
黙

ε
は
い
ふ
に
足
ら
な
い
。
其
れ
で
先
づ
夫

の
困
難
を
経

て

出
来
上

つ
花
蓋
帳
は
大
膣

に
於
て
公
雫
な
も
の
ε
し
て
、
租
挽
技
術
上
忍
ば
ざ
る

べ
か
ら
ざ
る
も
の
ε
も
て
認
む

る
二
ε
.が
出
来

る
。
が
此
制
度
の
下
に
於
け
る
地
租
の
最
大
の
弱
黙

の
根
源
は
》
其
修
訂
が
困
難
で
課
税
標
準
が

論

叢

土
地
課
競
新
案

第
十
七
巻

(第
六
號

三
)

七
五
三

b

幽
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土
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巻

(第
六
號

四
)

七
五
四

泳
ぐ
不
動

こ
な

る

こ
ご

に
存

す

右
.
(註
七
)
。
,斯
炬

て
此

毫

帳
が
永
く
無
修

一止
に
て
維
持

さ

る

、
に
於

て
、
.折
角

沸

土
地

の
牧
盆

な
り
償
格

な
り

、
其

に
於
け

る
給
付
能
力

を
示
す
も

の
が
糺肌
會

の
進

運

駕
俘

ひ
て
益

々
増
.加
を
告
げ

つ

、
あ
る
に
拘
ら
す

、

永
く
固
定

し
た
牧

人
し

か
.生

£

な
い

こ
ε

、
な

る
β
.而

か
も
他

方

、
経
費

は
時
勢

ぜ
共

に

益

々
膨
脹

し
て
牧

人
の
増
加
を
要
求
す

る
こ
ε
の
急
切

な

る
も

の
が
あ
る
。
即

ち
之

に
よ
り
て
は
何

ε
し
て
も
財

コ

政
牧
人
上
、
不
利
な
る
も
の
を
見
な
く
て
は
な
ら

濾

(註
入
)
。
加
之
、
之
を
公
正
課
視
の
見
地
か
ら

い
ふ
て
も
"

時
勢

の
攣
は
断

へ
ず
各
地
片
の
給
付
能
力
を
増
減

せ
し
め
つ
、
あ
っ
て
、
其
度
合
も
各
地
片
に
よ
っ
て

一
棟
で
な

い
。
大
盤

に
於
て
各
地
片

ε
も
に
能
力
を
増
加
し
て
は
居
る
が
、
其
増
加
の
程
度
が
非
常
に
異

っ
て
居
る
。
之
を

豪
帳
に
記

さ
れ
た
る
不
動
の
標
準

に
從

っ
て
課
税
し
て
は
何
ε
し
て
も
不
公
準

ξ
い
ふ
非
難
を
受
け
な
く
て
は
な

ら

馳

註
九
)
・
特

に
其

に
於
け

る
多

く

の
も
の

肴

つ
所

の
増
債
値

が
不
勢
的

の
も

の
で
あ
る
以
上
(註

一
・
)、

そ

し

て

其

が

叉

恰

か

も

近

世

経

済

生

活

に

於

け

る
塵

迫

の

主

要

原

因

た

る

に

於

て

(註

=

)
、

之

を

不

課

税

ε

し

て

放

任

す

る

こ

ε

は

、

膏

に

給

付

能

力

原

則

か

ら

見

て

不

公

雫

で

あ

る

ば

か

り

で

な

く

、

實

に
肚

曾

政

策

上

に

も

不

都

合

で

あ

る

。

真

庭

で

何

ε

か

之

を

改

造

し

な

く

て

は

な

ら

兎

ε

い

ふ

こ

ε

に

な

る

。

(註

一
)
チ
ソ
シ
ヤ
ー
ト
が
、
最
古
き
碗
ば
到

ろ
慮

に
地
租
で
あ

っ
た
ε

い
ふ
り
は
當
為
得

ね
が
、

エ
ー
ベ
ル
ヒ
が
、
之
起
以
て
単

に
政
茶
挽
庸
・ド
て

の

最
古
の
も
の
ε
爲
し

「
プ

レ
ー

ン
が
、
最
古
税
の

一
己
い
ふ
の
ば
正
し
い
。
爾

ほ
、
拙
文
、
地
租

の
時
勢
順
慮
力
の
註

一
参
照
。

(註
=
)
我
国
で
ば
地
租
は
明
治
四

†

}
牟
ま
で
は
最
大
肢
入
な
翠
ぐ

ろ
地
位
な
有

っ
た
が
、
四
十
二
年
以
後

、
酒
税

や
所
得
税
な
ご
の
重
要

の
矯
め

に
其
地
位
を
落
す

き

こ

な

っ
た
。
地
租
に
元
来

、
農
業

ε
最
密
接
の
干
係
が

あ
吐

農

業
国
で
に
此
が
重
音
な
成
し
、
其
の
此
に
於
て
商
工
業

1)
2)
3)

拙 著 、 租 硫 研 究 、 一 巻 、2W,

r-E,
Tischert,D、,m。d。 、。,,、。a、1、。、。E、,,a、_・E・ 。・。mmen,b,1・ ㎝,叫

Public丘nance.斗ed.1〕1chn,236.S,6.Eheberビ,Fw.18andigAufl.S,

P.Ig2.拙 著 、 租 税 研 究 一 巻 、Igo・



,

の
獲
達

す
る
に
從

ふ
て
、
其
地
位
な
落
す

ご
ε
k
な

っ
た
に
外
な
ら
め
。

フ
エ
ル
デ
ス
は
之

に
聞
し
、
多
く
の
國
が
近
頃
ま
で
圭
ミ
し
て
農
業

を

管

ん

だ

爲

め
に
、
此

に
T
、に
地
租
が
画
家
攻
入

の
主
要
な

ろ
部
分
存
供
し
れ
ぐ㌔
い
ひ
、

ロ
ソ
ソ
ば
.、
醤
世
界
の
工
業
化
し
た
國
に
て
は
其
重
要

の
退
却
し
た
所
の
國
溌
こ
し
て
の
地
租
に
、
農
業
国
で
に
増
進
す
ろ
所
の
獲
蓮
旭
成
し
た
こ

い
ふ
て
屡
み
。
其
他

-
拙
文
、
地
租
の
時
勢
煩
慮
力

幻

註
一
参

照
。

・

(註
富
尊
我
国
の
大
正
十
二
年
凌
豫

算
に
て
は

.
税
政

入
七
億
四
千
参
百
萬
圃

の
中

、
地
租
攻
入
に
實

に
其
十
分

一
の
、七
千
四
百
萬
圓
で
あ

ろ
。
嘗
て

全
租
税
攻
入
中
の
九
割

な
占
め
六
の
に
比
す
れ
ば

・
今
夏
乍
ら
其
地
位

の
藩
方
の
烈
し
い
の
な
感
ず

る
が
、
其
に
し
て
も
今
葡

ほ
税
政
人
の
十
分

一
た
占
む

ろ
ε
い

へ
ば
、
未
だ
軽
焼
す
べ
吾
も
の
で
ば
な
い
。

シ
エ
フ

レ
ー
ば
、
不
動
産

の
財
政
上

の
重
要
は
、
少
く
ぐ」
も
画
家
財

政
に
て
ば
相

の

封
的
に
は
減
退
し
た
が
、
絶
対

に
は
筒
大

な
み
重
要
為
有
す

と
い
ふ
て
居

ろ
。
.

㊧

(註
四
)
ア

ダ

ム
ス
ミ

ス
が
、

夙

に

、
地

代

が
特

別
な

る
課
税

に
最

長

く
堪

へ
得

る
種
類

の
所
得

だ

ぞ」
い
ふ

て
居

ろ
。

(註

五
)
パ

ス
テ

ー
ブ

ル
は

、
地

租

は
物

税

こ

い
に

る

」
も

の
で

、
土
地

ご

い
ふ
物
艘

か

取
扱

ひ
、
宜
{所

有
}者

の
地
位

た
考
慮

し
な

い
ぐL
い
ひ
、

ロ
ッ

O

ッ
も

、
此

F
て
ば

納
税

者

の
給

付
能

力

の
人
的

元
素

が
考

慮

ぜ
ら

ゐ

」
こ

こ
が
出

来

な

い
ε

い
ふ
て

居

る
。

(註

六
)
ロ
ッ

ッ
ば

、
合
理

的

壷

帳
制

度

の
勢

費

な
僻

し
な

か

っ
た
虚

で
も

、
大
國

に
て
に

、
給

付
能
力

に
依

る
賃

携

の
完
全

な
.る
公

平
ば

達

ぜ

ら
れ

・な

か

っ
た

ミ

い
ひ

「

エ
ー

ペ

ル

ビ
、

バ

ス
テ
ー
ブ

ル
ば

、
憂

帳

制
定

事
業

の
要

す

ろ
長
き
昧
一間

の
爲
「め

に
、
平

等
な

ろ
賦

課

の
妨

げ

ら

ろ

、
こ

ミ
魑

な
指
示
篤

斯
く
て
プ
ァ
イ
フ
ア
ー
は
、
地
租
蔓
擬
調
製
に
用

ゐ
ら

ゐ
㌧
大
費
用
に
も
拘
ら
ず
、
唯
だ
精
密

の
近
掻
的
の
視
度
し
か
達
し
な

い
ミ

3)

い
ふ
て
居

る
。
街
ほ
拙

寒

地
方
屍
♂
こ

て
の
地
租
の
課
税
標
準

の
註
四

六
参
照
。

(註
七
)
シ
エ
フ
レ
ー
に

、
此
ド
て
屡

々
修
正
す
み
こ
こ
の
大
疑
用
の
爲
め
に
間
も
な
く
不
動

芝
な

る
ご

い
ひ
、

ヘ
ソ
ケ
ル
も
、
此

に
て
に
特
に
不
動

性
が
現
に

ろ
」
。
其
故

に
賦
課
標
準
の
實
際
に
憲
じ
た
鍵
更
が
、
租
税
技
術
上
の
困
難

の
爲
め
に
失
敗

す
う
か
ら
ご
い
ふ
。
筒
ぽ
拙
文

-
地
租

の

助

時
勢
顧
慮
力
参
照
。

(註
八
)
ワ
グ
ナ
ー
ば
、
此
税
が
財

政
需
要

に
懸
じ
て
牧
人
為
製
化
し
特
に
増
加
す

る
の
不
能
を
示
す
ミ
い
ひ
、

エ
.1
.ベ
ル
ビ
ば
〔
地
租
故
人
は

課
税

論

叢
.

土
地
誤
麗
新
案

第
十
七
巻

(第
六
號

五
)

七
五
五

4)
5,
6)
7)
8)

9)

Fb】(ICS,Fw・S・397・Lotz,Fw・S・302・ 拙 著 、 相 観 研 究 一 巻 、IgI・
、S山am

じ,St凱MM.B・TrS.1]2.

A.S皿ith,WealthofNations.Bk,V.Ch.1.1.Pt.II.Art、1.脅

Bastable,Publicfin乱nce.3ed.P.438.Lotz,a.a.0・S・303・

Lotz、a.a・0・S.303・Eheberg,a.2.0.S・24LBastable,Lc・P・430

Pfeiffer,Sta口tseinnahmen.II.SLI67.・ 拙 著 、 租 硯 研 究 、 三 堪}㌔242.

Scbaffle,a.a.0.S.,7a.Heckel,Lehibuch.1.S.266.拙 著 、 租 税 研 究.一 巻 、

193・

、



.

」

論

叢

土
地
課
税
新
案

第

十
七
巻

(第

六
號

六
)

七
五
六

標
準

の
黛
更
少
音

こ
ミ
の
爲
め

に
不
動
な
り

こ
爲
し
、

ヘ
ソ
ク
ル
に
、
地
租

の
画
庫
攻
入
が
不
動
で
、
随

ふ
て
滑
加

す
る
財
政
需
要

に
慮
す

る
こ

瑚

、・㌧
が
出

来
な
い
ε

い
ふ
て
居

ろ
。

(註

九
)
チ
ツ
γ
ア
ー
ト
ーt
、
豊
幌
更
正
の
行
11
れ
ぬ
開

に
-
實
際
収
益

こ
縫

取
益

こ
の
間
の
差
異
が
愈

々
大
く
な

っ
て
、
不
動

に
止
ま

ろ
所

の
収

益
税
が
益

々
不
子
等

に
働

く
こ
ぐ」
風
な
る
ぞ」
い
ひ
、
ブ
イ
ス
チ

ン
グ
も
、
時
の
進

み
ご
共
に
断

へ
ず
加
ば
る
所

の
土
地
用
法
の
愛
化
鳥
蛆

に
産
物

の
便
移
及
生
産
費

の
避
く
、…、
か
ら
ざ
る
回
期
的
動
揺

の
爲
め
に
「
賦
課
の
正
常
一が
愈

々
失
11
ゐ
X
ε
爲
し
、
バ
ス
テ
ー
ブ

ル
ば
、
初
め

に
に
如
何
に

完
全
に
行
は
れ
て
も
、評
偵
が
聞
も
な
く

土
地
の
實
際
の
地
位

為
赤
め
さ
ざ
る
こ
ε
覧
な
ら
な
く
て
11
な
ら

聖

・
い
ひ
、
(
ソ
ケ
ル
も
・
登
帳
制
定

が
初
め
に
に
正
當
で
-
同

一
に
止
ま

る
所
の
農
業
技
術
及
簡
…早
な
ろ
経
管
方
法

F
は
相
賞
す

ろ
ご
し
て
も
、
推
移
が
少
鍛
卑
の
間

に
、
避
く
べ
か

ら
す

に
生
じ

、
形
式
的
標
準
が
益

々
實
質
的
租
税
能
力

よ
り
遠

ざ
か
る
こ
ε
」
な

み
ξ
い
ひ
、
フ

エ
ル
デ
ス
も
、
制
定
さ
れ
た
る
艀
帳

が
鍛
十
年

間
も
行

拭
る
、
の
事
情

「
而
か
も
其
間
・ト
事
情

が
大

に
製
更
す
ざ
い
ふ
ご
ミ
が

-
此

に
於
け

る
不
公
準
の
心
配
炬
増
長
す

ε
い
ふ
。
術
ほ
拙
文
、

地
方
税
ξ
し
て
の
地
租
の
課
税
標
準
参
照
。

(註

一
〇
)
(
ッ
ケ
ル
ば
、
土
地
滑
便
ば
不
勢
取

得
ぐ」爲
し
、
フ

エ
ル
デ
ス
に

、
増
債
に
於
げ
る
給
付
能
力

に
.
不
鼻
滑
偵
の
場
合
に

一
層
高
ま

る
書

拗

爲
す
。
夫
の
滑
慣
が
荒
べ
て
不
労
ε
11
い
ふ
こ
と
な
得

撮
が
、
不
労
の
分
子
少
か
ら
す
存
し

、
特
別
の
給
付
能
力
彪
示
す

こ
ε
あ
る
11
争
ふ
心
得

掩
。

(註

一
一
)
二
i
ア
リ

ン
グ
に

、土
地

の
償
値
の
近
頃
の
堵
加
に
、此

現
象

《」
近
代
維
濟
窮
況
ρ
最
大
の
庵
迫
た
ろ
生
活
感
の
増
加

こ
の
間

に
存
す

る
密

13

接
な
ろ
關
係
の
爲
め
に
、
人
な
ろ
縄
濟
的
及
熊
曾
的
重
要
あ
ろ
も
の
・だ
ε
喝
破
し
て
居
る
。

二
改
進
諸
案

…

の
中

に
就

き

(
一A
最
簡

重
な

る
も

の

ば
時
　勢
適
業

に
必
要

ε
す

る
増

版

に
慮
す

る
爲

め
に
、
従
来

の
塁

帳
地

償
を
其
儘
…ε

〔
し
て
置

い
て
、
軍

に
其

の
之

に
適
用

す

べ
き
視
牽

を
引

上
ぐ

る
ε

い
ふ
こ
ご
で
あ

る
。
此

に
依
れ
ば
成
程
財
欲
上

10)

11)

12)
13)

Wagner,Fw,2AuE.II.S.728.Eheberg,a.a.0.S.237,Heckel,a.a.0.

早 、詮 罐:。.。.、 、9.。 。、,、臨 。 叩d、 尊,。d.S、 。ue,1。h,e.・.、,。.・ 。、,。b・,,

4DO.拙 著i租 暁 研L〔,.P430.Heckel.,a.a.().S.256-7.F61des、a・a・0・S・

究 三 巻 、242.

a.0,S,444,F61de5,a.a..Q.S.470.Hecke1,a.

(IheannalsoftheAmeri・Nearillg,Therecentincreaseinlandvalues.

19[5).p.149.canacade【nyofpol.&soc・science・外圧乱rch・



の
必
要

だ
け
は
充

た

さ
れ
得

る
や

う

で
も
あ
る
が
、

既

に
特

ε
共

に
不
公
平

に
な

っ
て
居

る
標
準
を
基

礎

ε
し

て

増
長
澹

せ
し
む

る
に
於

て
、
其
は

不
公
孚

の
増
長

こ

い
ふ
弊
准
免

れ
な

い
(註

=
=
。
随

ふ
て
は
天
壇
牧

の
爲

め

に

す

る
坦
率

ε

い
ふ
こ
ε
も
、
あ
ま

り
大
し
た

こ
ご
は

行
は

れ
な

い
こ
ε

、
な

る
。

〔註
一
一「)
エ
ー
ベ
ル
ヒ
に
、
此
揚
A日、
税
の
音聞
さ
の
引
上
に
よ
り
て
不
学
狙守
存
掛
叩長
・す
乏
い
ひ
、
テ
ツ
γ
十
一
ト
一μ
、
政
益
税
に
つ
い
て
宜
ハ攻
入
な

の

壇

さ
う
・与

れ

ば
・
税
歩

窃

上
げ
な
く
て
は
な
ら

ぬ
が
・
其
が
不
公
李
に
働
く
ざ
爲

恥
。

ラ僻
毫
帳

地
債
修
正
拳

I
I
次
ぎ

に
考

へ
ら

る

、
改

造
案

は
、
従
来

め
塁
帳

を
維
持

し
、
併

し
其
根
本
的
修

正
を

計

る
こ
ε
で
あ
る
。
此
が
出
水

た
な
.ら
ば
、
兎
も
角

現
行
地

租

の
敏
黙

を
矯

正

し
、

一
層

公
雫
な

る
も

の
ざ
爲
し

叉
増
版

の
需
要

に
も
悉
す

る
を
得

る
こ
ご

、
は
な

る
。
併

し
此

が
蟹
行

が
⊥
ハ
つ
か
し
く
、
其

困
難

(註
一
三
)
、
多
費

(註

一四
)
、
こ

い
ふ
こ
ε
を
畳
惜

し
な

く
て
は
な
ら

澱
。
假
令

天
芝
を
冒

し
て
行

ふ
た

注
し
て
も

、
右
の
要
求

に
適

ふ
ご

い
ふ
の
は
、
實
は

ほ

ん
の
束

の
間

の
事

で
、
幾

許
も
な

く
叉

復
、
不
公
牛

ざ
な
り
(註

【
五
)、
且

つ
折
角
増

放

し
得

べ
き
給
付
能
力

の
存
す

る
に
拘
ら
す

、
之
を
捕

捉
し
得
す

し
て
、
増

牧
を
擧
げ
難

き

の
財
政
上

の
不
利
も
生

す

る
。

(註
一
章
)
フ
グ
ナ
ー
ば
、
此
修
正
が
非
常
に
困
難
且
つ
多
費
で
、
往
々
に
し
て
殆
ん
ご
全
く
新
し
い
仕
事
ε
な
ら
な
く
て
に
な
ら
す
・
随
ふ
て
容
易

に
中
絶
す
ろ
こ
ぐ、
こ
な
ろ
こ
い
ひ
、
フ
エ
ル
デ
ス
は
、
事
情
の
鍵
化
ば
墓
帳
の
不
断
の
修
正
た
必
要
竃
す
ろ
が
而
も
此
匹
夫
な
困
難
が
生
ず
る
。

此
間
に
攻
盆
増
加
恥
見
る
者
が
人
な
る
反
罫
な
駕
す
で
あ
ら
う
ミ
い
み
て
居
廟
。

(警

四
)
チ
ツ
シ
7

}
-エ
、
罎

の
更
新
に
は
多
大

の
時
間
及
静
養
奄
要
す
建
爲
し
、

エ
ー
ベ
ル
ビ
;

エ
フ

r

11
、
此

が
短

き
期
間
毎
に
繰

論

叢

土
地
課
税
新
案

第
十
七
巻

(第
六
號

七
)

七
五
七

}おEheberg,a.a.0.Wagner,a.a.0.

9.242.Tiscl〕elt,a.a.0,S,呂.

S・728・F61de5,a.a.0.S.407.

L



論

叢

土
地
課
税
新
案

第
十
七
巻

(第
六
號

八
)

七
五
八

返
さ
る
」
爲
め

に
に

、
あ
ま
り
に
多
愛

に
し
て
厄
介
で
あ

ろ
ミ
爲
し
、
プ

レ
漕

ン
に
、
真
金
修
正
に
人

な
る
長
さ
の
時
の
後
.に
の
み
行
に
牡

ろ
。

全
き
藁
帳
の
作
成
に
、
非
常
な

る
慶
用
の
事
件
で
、
少
か
ら
ざ
ろ
時
間
た
要
す
ざ
爲
し
、

ヘ
ッ
ケ
ル
は
「
最
多
く
の
地
租
法
律
が
毫
帳

の
回
期
的

修
正
を
規
定
し
て
も
、
此
が
通
例
其

に
結
付
き
た
ろ
大
費
用
の
爲
め
に
止
ん
だ

ご
爲
し
、
ブ
イ

ス
チ

ン
グ
に
-
賦
課
の
修
正
が
殆
ん
ご
打
勝

つ
べ

か
ら

ざ
ろ
手
数

定
過

大
な
ゐ
費
聖

あ

爲
め
に
殆
ん

ご
排
除

ゼ
ら
ろ
を

い
ふ
て
居
ろ
。
術
懐
拙
文

、
地
方
聾

し
て
の
地
租
の
課
税
標
準

ρ
註

恥

闘
九
参
照
。

恥

(註

闘
五
)拙
文
、
地
方
税
ミ
し
て
の
地
租

の
課
税
標
準

の
註
五

一
奉
.照
。

ラC
近
實
制
度
採
用
集
i

或

は
毫
帳
制
度
を
廃
止
し
て
、
代

ふ
る
に
年

寿
評
定

せ
ら
れ
愛
更
せ
ら

る
、
時
債
叉

く

は
収

益

に
振

っ
て
課
醸
す

る
主
義
を
以

て
す

る
こ

ε
も
出
乗

る
。
.此

に
よ
れ
ば
前

の
毫
帳

制

の
映
黙

は
矯

正

さ
る

＼
。

一
層
時
勢

に
適

切

に
公
季

ε
な
り
、
財
敷
牧
人

上

に
も
有

利

ε
な

る
。
併
し
荷
止

に
よ

れ
ば
年

々
全
燈

の
課

税
標
準

を
調
査
決
定
す

る
こ
ご
に
件

ふ
煩
雑

、
苦
情

、
困
難

が
み

る
。
又

之
を
費

し

て
や

る
ε
し
て
其

評
定

に
多

少

の
不
公
牛
は
免

れ

戯
し
、
其
財
政

牧
人
が
大
禮

に
て
は
増

加

の
方

に
面

っ
て
往
く

の
利
は
あ

る
が
、時

.し
し

て
減
r

退
す

る
こ
ε
を
見

れ

n
し
、
増

加
し

て
も
増

加
の
度

合

の

一
様

ご

い
ふ
ご
ε
が
出

來
す
、
収

入
の
動
揺

の
著

し

い

こ

ざ
を
歓
黙

ε
し
な
く

て
は

な
ら

諏
。
墓

帳
制

に
比

し
て
は
今
日
の
時
勢

に

一
思

適

し
た
も

の
ε
は

い
.へ
る
が

、

爾

ほ
全
く
鉄
黙

な
し

ε
い
ふ
こ
ε
は
出
家

な

い
。

「切
土

地

壇

償

視
附
設
案
-

或
は
地
租
本
税
は
其
盤
ピ
し
て
、
其
地
租
本
税
の
補
完
税
ε
し
て
(壁

六
)別

に

〔
土
地
増
便
視
を
設
け
、
依

っ
て
以
て
不
勢
に
て
増
加
し
つ
＼
あ
る
所

の
土
地

の
給
付
能
力
を
捕
捉
し
(試
一七
)、地
租

?74..Ehebcr嘗,a.a..0.S.243・Tischert,a.a.0.S.8.Suh嵐田 ¢,a.a.U.S.16)

a,0,S.310.秀 出 著.FuisLing,a.a.0・.S・267・Pleh・・
、1..c、P193,Heckel,a・

租 税 研 究 三 巻 、242・

17)拙 著 、 租 税 石旺究 、 三 聡 、243・



塒

・本
税

の
足
ら
ざ

る
所

を
補
は
う

ざ

い
ふ
案

が
出

で
得

る
。
庭

が
此

増
便
視

に
は
牧

人

の
動
揺

の
太

い
ご

い
ふ
映

黙

あ
.る
の
外

、
假
り

に
之
を
法
人

に
就

い
て
は

　
定
年
間

毎

に
之
を
課

し
、
自

然
人

に
あ

り
て
は
有
償

無
償
を

問
は

.

す

土
地

の
移

韓
毎

に
課

す

る
ε

す

る
も
、

永
き
年

の
間

、
相
続

も
質
買
も

爲

さ
ざ

る
自
然

人
の
如

き
は

、
土

地

の

.珊

儂

に
よ
り

て
實
際
給

付
能

力

を
伸
ば

し
居

る
に
拘
ら
ず

、
永
く
之

が
負

推
を
免

れ
、
屡

々
土

地
を
移
転

し
た
な

ら
ば
負

ふ

べ
か
り
し
ょ
り

は
軽

き
も

の
を
漸
一
真
相
細

入

に
よ

っ
て
彿
は

る
る
に
過

ぎ
ざ

る
の
不
公

季
を

も
生
す

乃
。
帥

ち
此

に
て
は
折
角
存
在

す

る
能

力
を
捕
捉

し
得

ざ

る
こ
ご
こ
な
る
。
斯

の
如

く

起
し

て
現
行
地
租
其

も

の

に
鉄

黙

あ
る
の
み

で
な

く
、
之

が
改
造

の
諸
方
法

に
も
侮

ほ
敏

黙

が
あ
る

こ
ざ
を
見
出
す

。
然
ら
ば
地

租
改

革

の

食

方
法
は
得

て
見

出

し
能

は
ざ

る
か
、
是

れ
次
段

に
述

べ
ん
「ε
す

る
所

で
あ

る
。

勘

〔註

=
ハ
)
ヘ
ソ
ケ
ル
は
コ
増
便
税
畑
以

て
補
完
的
財

産
ピ
し

て
特
徴

つ
け
て
居
る
。

(
註

一
七
)
之
に

つ
き
、
ス
タ
ン
プ
ば
㍗
特
に
敷
地
仮
植
の
増
加

の
如
き
貨
幣
取
入
は
、
善
通
所
得

の
相
當
な
る
牧
人
よ
り
も

一
層
小
さ
な
心
理
的
犠

牲
た
以
て
櫓
粉
の
特
別
な
ろ
能
力
々
育

つ
ε
い
ふ
原
則
に
於

て
、
此
税
が
英
国
で
に
正
賞

ピ
ぜ
ら
れ
た
ミ
い
ひ
、
プ

レ
ー

ン
も

、此
税

の
理
論
11
・

土
地
の
地
位

偵
値
が
所
有
者

の
縄
濟
活
動
よ
り
に
む
し
ろ
人
日
の
鍛
加

に
責

ひ
、
随

ふ
て
納
稔
能
ガ

の
特
別

の
表
示
搾

る
こ
と
に
存
す
ミ
駕
し
一

、ロ
ビ
ン
ソ

ン
も
、
此
増
便
が
特
別
な

ろ
幸
運
に
貢

ふ
ε
見
倣

さ
う
ろ
こ
芝
が
出
来
、
特
別
挽
心
貢

ふ
の
為
公
挙
ミ
す
ε
い
ふ
。
尤
も
彼
ぱ
此
中
に

齎
圭
の
豫
期
し
れ
部
扮
も
め

る
か
ら
其
丈
け
な
考
慮
す
ゑ

要
す
蕊

す
。

〒

べ
ζ

は
、
此

挽
の
軽

ん
与

ろ
烈

ば
最
多
く
の
場
食

所

有
者

舞

働
給
付

に
基

か
な
.い
で
、
有
利
な
る
時
運

に
基

き
且

つ
土
地
の
濁
占
的
性
質

に
基
く

乏

、
・
ツ
ソ
に
、
此
が
む
し
ろ
全
国
民
郷
濟

の
繁
榮

に
員
ふ
べ
音
も

の
で

、
全
く
不
勢

の
牧
得

な
表
は
し
得
ご
い
ふ
。
而
し
て

ヘ
ツ
ケ
ル
は
、
此
税
が
横
利
及
纒
済
生
禮

の
努
力
以
外

の
、
偶

然

な
る
事
情

に
よ
り
て
生
じ
た
ゐ
、
そ
し
て
此
者
よ
り
圭
ε
し
て
は
影
響

さ
う
る
能
に
ざ

る
凡
べ
て
の
利
得
な
課
す

う
も

の
で
あ

る
こ
い
ふ
・
術

論
、
叢

土
地
課
税
新
案

第
十
七
號

(餌
六
號

九
)

七
五
九

謬

、18)

19 拙 著 、 土 地 博 頂 説 諭 、221.以 下 、Heckel,a.a.0.S・443・.
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論

叢

土
地
課
税
新
案助

ぽ
拙
著
.
上
地
滑
慣
税
論
参
照
。

第
ご
段

差
額
地
債
視
の
採
用

第
十
七
巻

〔第
六
號

}
O
)

七
六
〇

ラ
一
差
領
地
償
税
其
も
の
1

現
行
地
租

の
敏
黙
右
の
如
く
、
之
が
改
造

の
爲
め
に
従
来
考

へ
ら
れ
た
諸
案

の
峡
黙

(右

の
如

く
で
あ
る
か
ら

、
或

は

何
等

か
新
税
を
持
來

っ
て
替
税
を
補

正

し
て
は
何
う

か
。

斯

の
如

き
方

法
な

き
か

が
問
題

で
な

け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
此

の
如

き
も

の
ε
し

て
色

々
の
考

も
出

で

る
で
あ
ら

う
が
(註

天

)、
私

ピ
し

て
は
.

近
時

に
至

っ
て
、

一
の
新

薬
を

工
夫

し
た
。
其

は
他

で
は
な

い
。
地
租

は
從

來

の
儘

ε
し
、
此

に
も
墓
帳
地

債
を

.

保
存

し

、
之

に
改
正
を
加

ふ
る

ε
し
て
も

、
行

ひ
易

き
極

め
て
軽
微

な
も

の
し
止

め
.
別

に
差
額
地
債
税
を

起
し

て
之

に
附

帯

せ
し

め
た
ら

伺
う

か
ご
い
ふ
の
で
あ
る
。

私

の
差
額
地
横

挽

ご

い
ふ
の
は
、
土
地
増
.債
枕

の
如

く
萱

買
其
他

土
地

権
利

の
移
韓
す

る

場
合
叉
は

一
定
年
期

毎

に
、
土
地

の
差

増
儂

額
に
課

す

る
機
曾
的

の
税

で
は
な
く

し
て
、

一
方

に
嚴
存

す

る
不
動

な

る
法
定
地
積

を
標

準

ご
し
、

他
方
別

に
年

々
土
地

の
恥

慣
を
評

定
し

て
、
後
者

の
前
者
を
超

過
す

る
だ
け

の
差

額

に
謝

し
て
、
年

々
、
不
動
基
本
地
租

ε
同
等
な

る
比
例

率
た

る
課
枕

を
し
や
う

重

い
ふ
の
で
あ

る
。

(註

一
八
V例
之
、
(
ツ
ク
ル
ば
、
人
が
地
租
に
於
け
ろ
映
階
の
補
正
為
、
他
税
に
於
け
ろ
相
雷
な
み
方
法
に
よ
り
て
、
特
に
人
税
の
範
圃
に
て
齎
ら

.

さ
う
竃
努
め
た
ミ
い
ひ
、
反
別
の
麗
で
、
人
が
全
租
稚
制
度
の
制
定
に
よ
り
「
他
税
の
改
良
に
エ
リ
特
に
人
及
瞥
利
税
の
相
當
な
る
整
理
に
よ
っ

て
丑

ハの
之
速

く
べ
か
ら
鑑

難

器

薯

改
頁
し
や
う
重

奪

い
ふ
て
居
勧
・

墜

principlesoftaxaしion・P・182・20)Sしamp,Thefundamental
196.Robinson,Publicfinance,p.66.Eheberg,a、a,0、S,

a,0,S、 鋼.2拙 著 、 」二地 滑{買 税 言命、44.O.S.543.Heckel脚a・

264、267.21)Heckel,a.且.0.S.

1)lcllnpl.c,P..

377.Lotz,a,a,

以 下 、

`



ラ

ラ

ニ
差
額
地
横
挽
ε
土
地
増
加
税
ε
の
比
較
、
一

A
差
額
地
積
枇
は
土
地
に

つ
・き
二
の
異
り
た
る
時
期
に
於
け
る

(

(

.

傾
格

の
差
額

に
向

っ
て
課
税
す

る
こ
ξ
に
於

て
、
及

其
が
基
幹
視

た
る

こ
ε
が
出
来
す

二
次
的
補
完
視

た
る

こ
ご

う

に
於

て
隔
土
地
増

儂
視

ε
似

て
居

る
が
、
B

之

ご
異

る
黙
も

あ

る
。

其
性
質
を

明

に
す
協

鋼

め
に
藪
に
之
を
暴

ぐ

る
の
も
無
用

で
は

あ
る
ま

い
。
其
第

↓
は
、
差
額
地

債
税

は
各
地

片

に

つ
き
年

々
課
す

る
も

の
で
あ
る

の
に
、
土

地

増
横
挽
は
各
地

斤

に
於

て
軍

に
機

會
的
に
課
す

る
挽
で
あ

る
ε

い
ふ

こ
ご

で
あ
り
、
第

二
に
は

、
薗
者

は
別

に

存

在
す

る
墓
帳
地

租

の
上

に
立

つ
の
に
、
後
者

は
之

ε
離

れ

て
濁

立

に
存

立

し
得

る
。
第

三

に
は

、
前
者

は
比
例

税

で
あ

る
の
に
、
後
者
は
果
…進
視
た

る
こ
ざ
が
多

い
〔註

「九
)。
第

四

に
は
増

横
挽

で
は
通
例
、
増

償
が

一
定
割
合

以
上

の
大

さ
な

る
`
き
に
の
み
課

せ
ら

る
る
の
に
(註
二
〇
)、
差

額
地

横
挽
で
は
差
額

の
大
小

に
拘

は
ら

す
課

せ
ら

る
る

こ
ご
ε
な

る

べ
き
も

の
で
め
る
。

(註

充

)
ヘ
ゾ
ヶ
ル
ー-
、
滑
偵
税
の
税
率
ぱ
、
滑
儂
の
上
ぼ
ろ
所

の
割
食

共

に
上
導

る
所
の
累
進
で
め

奪

い
ふ
馬

食
際

に
は
比
例

に
依

る

も

の

も

あ

ろ

。

(註

二
〇
)
ヘ
ッ
ケ
ル
ば
、
疑
徴
税
に
於

て
ば
都
市
的
土
地
の
凡
べ
て
の
堆
便
が
課

せ
ら

碧

の
で
な
く
玉

最
後

の
所
有
移
帖
以
來
・

一
定
割
合
働

の

之
、

二
割
又
に
三
割
～な
超

へ
た
も
の
の
み
に
謀
ず
ろ
ε
い
ふ
け
れ
ご
』
、
此
も
喪
際

に
は
凡
べ
て
の
増
便

に
㎝
照す

ろ
例
が
あ
碗
。

ラ三

差

領

地

僧

税

の

長

短

ー

ーA
其
長
所
一

此
制
度
に
は
色
々
の
長
所

が
あ
る
。
先
づ
、

一
)イ
第

一
に
は
、
財
政
吸

入
上
に
於

て
、

之
に
よ

っ
て
現
存
地
租

の
も

つ
所

の
確
實
性

を
利
用

し
保
存

し

て
、

(
論

叢

土
地
課
税
新
案

第
+
七
巻

(笙

ハ號

=

)

七
大

]
.

22)
2の

24)

Hecke],a,a.0.S,446.

拙 著 、 土 地 欝 憤 税 論 、306.
Hecke],ユ,a、0.5445.拙 著 、 土 地 増 便 硯 論 、312,



論

叢

土
地
課
税
新
案

第
十
七
巻

(第
六
號

一
二
)

七
六
二

牧
入

の
不
動

確
實
な

る
分
子
研
備

へ
つ
＼
、
別

に
新

税

に
よ
り
て

、
時
勢

の
必
要

に
悉
す

べ
き
壇

牧
を
學
ぐ

る

こ

ε
が
出

京
、
其

が
時

ご
し

て
減
収
す

る

こ
ど
は
あ

っ

て
も
」
既
存
地
租

の
牧

人
だ

け
は

、
如
何

な
る
場
A
ロ
に
も
保

護
せ
ら

れ

て
、
土
地
課

税
牧
人

が
其
以

下

に
落

ち
る

こ
ご
だ

け
は

な
く
、

そ
し
て
此

新
税
は

、
時
勢

の
進
歩

に
よ

っ
て
大
局
上

は
増
進

の

一
方

に
あ

っ
て
、
財
政

上
之

を
利
用
す

る

こ
`
が
出

來

る
の

み
で
な

く
、
.將

來

に
於
け

る

臨
時

の
財
政
需
要

あ

る
ε
き
、
此

制
度

の
下

に
二
挽

ε
も

に
増
牽

を
計

っ
て
其

上
の
増
牧
を
牧

む
る

ご
ε
が
出
來

る
〔註
二
「
悟

即

ち
之

に
よ
り
て
財

政
上

に
は

、
豪
帳

地

租

の
長
所

を
維
持

し
而

か
も
其
訣
黙

を
除

き
、
近
實
地

租

の
長
所

を
大

に
牧

め
て
而

か
も
其
短
所

を
多

少
避
く

る
こ

ε
が
…口
來

る
。

(註
=
一
)
ロ
ッ
ッ
ば
、
地
代
の
比
例
課
税
瓦
之
ピ
共
に
、
國
蒙
の
需
要
に
相
當
に
可
動
的
で
、
屈
仲
力
あ
ろ
画
家
牧
人
な
供
す
ろ
理
想
た
鴨
地
租
が

何
腱
に
し
充
た
さ
な
か
っ
た
こ
い
ふ
げ
れ
こ
も
、
私
の
案
に
依
れ
ば
明
か
に
地
租
が
之
奄
充
た
す
こ
ピ
㌧
な
み
。

ロ
第

二
に
は
、
公
孕

課
税
上

、
既
存
地

租

だ
け

で
は
、
時
勢

の
進
歩

に
よ
b

て
益

々
不
公
雫
な

る
土
地

裸
視

(

ε
な

る

べ
き
も

の
を

、
新

補
完
地
租

に
よ

っ
て
近
實

制
地

租

の
も

つ
所

の
公
平

可
能

を
獲

挿

せ
し

め
る

こ
ご
が
出

来

る
。
特

に
毫
帳
地

租

が
初

め
よ

り
公
李

な

る
も

の

た

る
こ
ご
の
出

來

澱
ε
い
ふ
缺
陥

は
、
此
補
完
地

租
あ

る
が

爲

め
に
頁

↑
補

足

さ
る

＼
こ
ざ
が
出
家

る
。
此

の
如

き
は
此
税

の
妙
味

で
あ

る
。

そ
し
て
叉
之

に
よ

っ
て
不
労

増

慣

の
課
税

を
も
行

ひ
、
随

う

て
土
地
増

償
税

の
働

き

を
も
寫

し
、
而

か
も
土
地
増
儂

枕

の
如

く
間

々
不
勢
増
債
を

永

く
等
閑

に
附

し
て
置

く

ξ
い
ふ
が
如

き
こ

ご
な
き

を
得

る
。
此

事
は

、

、

2の 拙 著 、 租 税 研 究 、三 巻 、 川.o・

26♪Lotz,a.a・0・S・303
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ラハ
第
三

に
叉
祉
會

政
策
上

に
も
有

益
な

こ
ご
で

あ
る
。

(

,

ラ

ダ

ニ
第
四

に
は
課

税
技
術
士

に
は
、
垂
帳
地

儂
に
閲

す

る
だ
け
で
は
、
簡
輩

こ

い
ふ
長
所

が
維
持

せ
ら
れ
、
別

(

に
年

々
地

償
を
評
定
す

る

ε
い
ふ
小
面
倒

は
迎
賓
地

償
制

の
場
合

ε
同
様

に
あ

る
け
れ
こ

も
、
塁

帳
地

償
だ
け
を

維

持

し
て
之

を
時
折

、
修

正
す

る
が
如

き
大
困
難

は

な
く

、
年

々
補

修

さ
る

、
の
で
あ

る
か
ら

、
塒

ε

し
て
不
當

な
も

の
が
め

っ
て
も

、
其

が
永
く
縮
く

こ

い
ふ
こ
ε

は
.な

く
、
次

ぎ

の
年

に
は
直
ぐ

ε
修

訂

さ
る

、
こ

い
ふ
こ

ご

も
あ

る
。

だ

か
ら
私

の
提
案

は
可
な
り
良

い
制

度

ε

い
う

て
可

ご
思

ふ
が
、
併

し
全
く
無
缺
黙

ε
は
私
自
ら
も

、

い
は

な

い
。

ラB
其
短
所
一

然
ら
ば
其
短
所
は
如
何
こ
い
ふ
に
、

ー
ーイ
先

づ
以

て
北

枕

の
比
例
牽
を
も

つ
こ

ε
が
、

公
雫
課

税
上
、
遺
憾

ε
云

へ
ば
遺
憾

で
あ
る
。
此

に
代

ふ

る

(

に
土
地
増
横

挽
を
以

て
す

る
な

ら
ば
、
累
進
課

税
た

る
こ
ε
の
出

来

る
の
に
.
此

が
比
例
税

た

る
の
は
遺
憾

に
は

相
違

な

い
。

尤
も
地

租
を
近
賓

償
格
制

に
依

る
こ
し

て
も

、
股
益
税
叉
は
物

税

`
し

て
は

、
.自

ら
比
例
税
た

る

の

.

外
な
く

、
此

ε
比
較

し
て
は
別

段

に
劣

る
こ

い
ふ
こ
ピ
は
出
來

な

い
。

そ
し
て
何

故

に
此
補
完
地

組
を

比
例

ご
し

て
累
進

に
し
な

い
か
ε

い
ふ
の

に
、
其

は

「
に
は
、
此

が

「
の
牧
金
椀

こ
し
て

の
地

租

の
補
完

に
止
ま

る
も

の

で

あ
る
の
ご
、
二

に
は
基
本

税
陀

る
地
租

が
比
例

で
あ

る
の
こ
調

和
を
保

つ
が

爲

め
ご
、
三

に
は
之
等
を

別
ε
し

て

・も
、
北

枕

の
課
税
標
準

た

る
各

地
片

の
差
額
地

儂

の
大
小

が
、
其

所
有
者

の
人
的
給
付
能
力

の
等
差
を

示
す

に
適

論

叢

土
地
課
税
新
案

第
+
七
巻

(第
六
號
.

一
三
)

七
六
三
27)拙 著 、租税 研 究、 三 巻 、2斗L

..一.
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払珊

叢

土
地
課
皿幌
新
案

餓
溜十
七
巻

(第
{ハ
號

「四
)

七
⊥八間H

切
で
な

い
の
ε
に
因

る
の
で
あ

る
。

　ロ
次
ぎ

に
は
北

新
視

に
於
け

る
評
儂

の
困
難

-し

い
ふ
こ
ε
が
(註
二
二
)あ
.る
が
、
此

種
一の
こ
ε
は
實

は
近
代
的

く

の
税

で
は
、
所

得
税

で
あ
れ
、
財
産
税

で
あ
れ
、
相
続

税

で
あ
れ
起

る
こ
ご

で
、
此

位

の
故
障

の
爲

め
に
他

に
重

大

な

る
長
所
を
有

つ
も
の
を
排
斥
す

る

に
は
足
ら

な

い
。

・

ヤ

(註
二
二
)
フ

エ
ル
デ
λ
に
、
健

全
な

ろ
経
済
状
態

に
あ

っ
て
ば
、
唯

】
國
丙
の
土
地
の
小
部
分
の
み
が
、
事
賓
上
交
通

の
物
髄

こ
な
ろ
か
ら
、
慣
値

鋤

評
定

の
爲
め
の
基
礎
が
不
確
で
あ

っ
て
信
頼

す
.へ
か
ら
ざ

う
も
の
だ
こ

い
う
て
居
ろ
。

ノ

結
P

論

以

上
要

之
、
從

來
行
は

れ
だ
土
地

課
税
方
法

に
は

、
藁

帳
制

度
ε
遊
資
制

度

ご
が
あ

っ
て
、
何

れ
も

長
短

が
あ

り
、
此

二
の
中

で
は
今

の
時
勢

で
は
む

し
ろ
後
者

を

選
む

べ
き

が
如

く
で
あ

る
が
、
後
者

ε
て
も
峡
黙

が
あ
ゲ
、

そ
し

て
從
來

折
角

持

つ
所

の
古

き
印

度
を
棄

て
る
に
忍

び

沁
ε

い
ふ
こ
ε
も
あ

る
。
其
他

從
來

の
を
本

ざ
し

て
色

々
の
改
造

計
叢
を

し
て
も

何
れ
も
思
は

し
き
も

の
で
な

い
の
で
あ

る
が
、
私

は
藪

に
試

み

に
出塁
帳
制

ご
近

實
制

ご

を
結
合

し
、
即

ち
替
制
た

る
塁

帳
地
横
挽
を
維
持

し

て
、
之
が
補
完

ε
し
て
差
額
地

役
撹

ご

い
ふ
新
税

を
附

帯
せ

し

め
、
以

て
問
題

ξ
な
れ

る
地
租

の
缺
陥
を
補

正
し

ゃ
う

ご
考

へ
た
。
北
新
挽

が
絶
歎

の
戻
税

で
は
な

い
が

、
可

な

り
多
く
良

き
黙

を
備

へ
、
土
地
増

横
挽

に
似

て
は

居

る
が
、
之
ε
も
異
り
此

に
勝

る
所
も
あ
り

ε
岩

へ
ら

る

、
。

又
此

は
圓
税

ε
し

て
考

へ
た

の
で
あ

る
が
、
他

日
地

租

が
地

方

に
委
譲

さ
れ
た
.場

合

に
は

、
地

方
税

ざ
し
て
も
用

ゐ
得

る
も

の

ε
思

ふ
。
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